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広げよう緑をふやす

心の輪

愛媛県植樹祭が肱川町で 5月14日、県知事（代理）をはじめ関係者255人

が参列して盛大に行われました。

この植樹祭は国土の保全と緑化を図ることを目的に毎年県下で実施され

ているもので、式典は町民運動場、植樹は鹿鳴園で行われました。2.5haの

＝県植樹祭を鹿鳴園で実施＝ 鹿鳴園には、 2~3年生のケヤキ・シラカバ・クロガネモチ・ヤマモモな

ど29種の花木730本が植えられました。

〔写真：入場行進する岩谷緑の少年隊上段。
ケヤキを植える長野県農林水産部長（知事代理）と大野町長（左側）〕
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人口 3,639人 (-3)

男 1I76 8人 (-2)

女 1,868人(-1) 

世帯数 1,026幕 (+4)

（平成元年4月末日現在）
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第
五
回
特
別
町
民
の
集
い
を
緑
の

日
の
四
月
二
十
九
日
、
鹿
鳴
園
で
開

催
し
ま
し
た
。

今
回
の
集
い
に
は
、
愛
知
・
大
阪
・

松
山
な
ど
県
内
外
か
ら
特
別
町
民
五

十
五
人
と
、
地
元
か
ら

「
ふ
る
さ
と

の
香
り
」
生
産
者
の
山
内
光
子
さ
ん

ら
十
人
が
参
加
し
て
交
流
を
深
め
ま

し
た
。
午
前
中
は
、
山
菜
採
り
・
テ

ニ
ス
・
自
由
行
動
の
三
コ
ー
ス
の
中

か
ら
選
択
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が

一
番
人
気
の
あ
っ
た
の
は
山
採
取
り
。

一
行
は
、
新
緑
に
山
ツ
ッ
ジ
が
赤
く

映
え
る
林
道
を
バ
ス
ニ
台
で
町
有
林

岳
山
へ
入
り
、
ウ
グ
イ
ス
・
ヒ
ヨ
、

メ
ジ
ロ
な
ど
の
さ
え
ず
る
林
内
で
、

ウ
ド
、
フ
キ
、
ワ
ラ
ビ
、
ミ
ツ
バ
、

セ
リ
、
イ
タ
ド
リ
摘
み
等
を
夢
中
に

な
っ
て
約
四
十
分
間
楽
し
み
ま
し
た
。

鹿
鳴
園
で
は
、
よ
も
ぎ
も
ち
つ
き

を
体
験
し
、
昼
食
は
山
採
料
理
の
立

食
。
山
採
お
こ
わ
の
オ
ム
ス
ビ
、
採

り
だ
ち
の
ウ
ド
・
ヨ
モ
ギ
・
イ
タ
ド

リ
な
ど
の
て
ん
ぷ
ら
、
ウ
ド
の
す
み

そ
あ
え
、
フ
キ
・
ミ
ツ
バ
の
し
ら
あ

え
、
ク
ジ
ウ
ナ
、
タ
ケ
ノ
コ
、
マ
キ

ョ
ウ
カ
ン
、
ア
メ
ノ
ウ
オ
の
塩
焼
き

な
ど
を
賞
味
し
ま
し
た
。

芝
生
広
場
で
は
、
県
指
定
無
形
民

岳山での山菜採り

一
一
t

代息
一ー

F
`
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盆の舞を一緒に楽しまれる参加者
（鹿鳴園）

俗
文
化
財
し
め
神
楽
、
日
本
武
尊
の

舞
、
鬼
神
の
舞
、
大
蛇
退
治
の
舞
な

ど
を
観
賞
し
ま
し
た
。
ま
た
、
養
老

酒
造
は
、
新
商
品
「
風
の
里
の
試
飲

コ
ー
ナ
ー
を
設
け
、
会
場
を
盛
り
上

げ
ま
し
た
。

参
加
さ
れ
た
み
な
さ
ん
は
、
当
日
、

次
の
よ
う
に
、
今
回
の
集
い
に
つ
い

て
感
想
を
聞
か
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

こ。
ナ

第
五
回
特
別
町
民
の
集
い

中
畑
光
子
さ
ん
（
大
阪
府
堺
市）

「
こ
の
集
い
に
は
初
め
て
参
加
し
ま

し
た
。
こ
ん
な
空
気
の
よ
い
と
こ
ろ

へ
来
て
気
持
ち
が
い
い

し
、
山
採
狩

り
で
ワ
ラ
ビ
と
い
う
の
は
初
め
て
で

し
た
け
れ
ど
、
太
っ
た
お
い
し
そ
う

な
ワ
ラ
ビ
が
沢
山
と
れ
ま
し
て
、
お

土
産
に
よ
ろ
こ
ば
れ
る
の
で
は
な
い

か
と
有
り
難
く
思
っ
て
い
ま
す
。
さ
っ

き
は
、
と
て
も
心
の
こ
も
っ
た
お
料

珪
を
感
心
し
て
お
い
し
く
い
た
だ
き

ま
し
た
。
私
達
勤
め
人
に
は
、
こ
の

よ
う
な
休
日
に
計
画
し
て
い
た
だ
け

れ
ば
気
軽
に
参
加
で
き
ま
す
。

」

尾
崎
悦
子
さ
ん
（
大
阪
府
大
阪
市
）

「
こ
の
山
、
緑
だ
け
で
満
足
と
い

う
感
じ
で
す
。
毎
日
、
街
の
家
の
中

だ
け
で
す
か
ら
…
」

o, 

映
画
「
風
の
又
三
郎
」
を

松

尾

政

隆

さ

ん

（
愛
知
県
東
海
地
区
肱
川
会
会
長
）
一
巨
印
夏
た
。

「
ど

っ

ど

ど

ど

ど

つ
ど
ど
ど
う
ど
ど
ど
う

＿

「今
日
は
天
候
に
恵
ま
れ
、
す
ば
i

N
H
Kエ
い
[
〗
〗
[
い
口
[
ニ
風
汀
い
[
[
二
[
[
ぃ
界
る
。

に
は
会
員
全
員
に
連
絡
し
、
感
想
も
一
純
心
な
子
供
た
ち
の
心
象
風

来
て
い
ま
す
が
、
非
常
に
感
銘
を
受
一
景
を
幻
想
的
に
描
い
た
こ
の
物
語
は

け
ま
し
た
。
今
後
、
我
々
外
へ
出
て
一
「
銀
河
鉄
道
の
夜
」
と
並
ん
で
よ
く

い
る
者
と
ふ
る
さ
と
で
頑
張
っ
て
ぃ
一
知
ら
れ
て
い
る
。
生
地
岩
手
県
が
ロ

る
方
と
の
交
流
が
で
き
て
、
両
方
が
一
ケ
地
、
大
自
然
の
中
で
彼
等
は
「
風

一
層
の
発
展
を
す
る
よ
う
祈
念
い
た
一
の
神
様
の
子
」
を
見
る
の
で
あ
る
。

i

町
の
風
力
利
用
計
画
を
検
討
し
て

し
て
お
り
ま
す
。

」

i

い
た
ゞ
い
て
い
る
足
利
工
業
大
学
の

~
牛
山
泉
先
生
か
ら
の
便
り
に
も
、

竹
内
美
智
恵
さ
ん
（
松
山
市
）

5

「特
産
セ
ン
タ
ー
の
ミ
ソ
を
送
っ
一
映
画
の
こ
と
A

「
わ
が
雲
に
関
心
し

て
も
ら
っ
て
い
つ
も
食
べ
て
い
ま
す
一
風
に
関
心
あ
る
は
た
ゞ
に
観
念
の

が
、
こ
れ
の
製
造
過
程
の
見
学
を
加
＿
故
の
み
に
は
あ
ら
ず
そ
は
新
た
な

え
て
い
た
だ
く
と
、
な
お
、
製
品
ヘ
一
る
人
へ
の
力
は
て
し
な
き
力
の
源

の
親
し
み
が
も
て
る
と
思
い
ま
す
。

」
i

な
れ
ば
な
り
」
と
賢
治
の
言
葉
が
添

一
書
し
て
あ
っ
た
。

テ
レ
ビ
時
代
が
始
ま
り
、
映
画
館

一
は
次
々
姿
を
消
し
、

山
村
で
は
年
に

i

一
度
も
映
画
を
見
る
機
会
も
な
い
。

i

最
近
各
地
で
映
画
を
見
よ
う
と
い
う

i

活
動
が
盛
ん
だ
。
肱
川
で
も
で
き
ぬ

i

こ
と
は
な
い
。
二
か
月
に
一
回
で
も

i

い
4

「
良
い
映
画
を
見
る
会
」
を
や

i

り
た
い
も
の
だ
。
誰
か
動
か
ぬ
か
。

i

又
三
郎
に
変
わ
っ
て
口
笛
を
吹
く
も

i

の
は
い
な
い
か
。

一

文

化

は心
の
過
疎
を

吹
き
と
ば
す

（
町
長
）
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地域おこし

「正山風の会」が発足

正
山
地
域
で
は
、

「考
え
て
見
よ

う
や
1
・わ
し
ら
の
地
域
」
を
ス
ロ

ー

ガ
ン
に
、
こ
の
一
年
間
、
イ
ベ
ン
ト

や
シ
ン
ボ
ジ
ウ
ム
を
活
発
に
展
開
し

て
き
ま
し
た
が
、
さ
ら
に
こ
の
地
域

お
こ
し
運
動
を
推
進
す
る
た
め
、

「
正
山
風

の
会
（
会
長
土
居
貞
丸
さ

ん
四
十
三
人
）
が
四
月
一

日
発
足
し

ま
し
た
。

こ
の
風
の
会
は
、
四
月
二
十
一
日

初
会
合
を
開
き
、
産
業
・
文
化
・
観

光
の
部
制
を
し
い
て
活
動
す
る
こ
と

と
な
り
、
今
年
は
、
次
の
計
画
を
立

て
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
の
活
躍
が
期

待
さ
れ
ま
す
。

風
の
会
全
体
計
画
①

分

館

の

正

山
夏
ま

つ
り
に
合
わ
せ
て
P

T

A
、
婦
人
会
な
ど

と
合
同
で
正
山
小
学

校
校
舎
お
別
れ
会
を

行
う
。

・
京
の
森
に
「
風
」
の

文
字
の
電
球
を
と
も

す
。
・
卒
業
生
合

同
同
窓
会

・
焼
肉

パ
ー
テ
ィ

・
校
舎
、

卒
業
生
記
念
写
真
展

・
ひ
じ
か
わ
郷
土

芸
能
発
表
会
・
歌

の
タ
ベ
・
盆
お
ど

り
②

瓜
畦
団
地
づ
く
り

（
売
出
し
）

③

独

居
老

人
対
策

（
老
人
ホ
ー
ム
構
想
）

．．．． 

正山シンポジュウム (63.7. 22) 

文
化
部
計
画
（
部
会
長
安
川
武
志
）

①

郷

土
芸
能
獅
子
舞
の
復
活

②

劇

団

「正
山
風
の
一
座
」
の
結

成
③

文

化

部
の
文
集
作
成
（
年
一
回

発
行
）

④

正

山
地
域
の
小
字
の
掘
り
起
こ

し
と
記
録

観
光
部
計
画
（部
会
長
上
田
公
生
）

①

正
山
地
域
観
光
名
所
の
掘
り
起

こ
し

②

正
山
地
域
の
観
光
開
発
の
基
本

計
画
書
つ
く
り

③

轟

渓

谷

に

関
す
る
青
写
真
作
り

及
び
作
業
（

．
案
内
板
の
設
置
・

秋
に
紅
葉
植
え

・
ふ
じ
棚
作
り

長
さ
七
十
メ
ー
ト
ル
幅
三
十
メ
ー

ト
ル
）

産
業
部
計
画
（部
会
長
上
田
武
）

①
正
山
地
域
で
の
花
い
っ
ば
い
運

動
の
展
開

②

津

の

内
ー
道
野
尾
の
道
路
改
良

に
伴
う
イ
チ
ョ
ウ
並
木
・
花
街
道

つ
く
り
の
推
進

9

9

9

9

9
9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9
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「風
の
里
」
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つ予ヽ 協が発産終浜＝ 頭醸
り己ヽ カ ‘に品えの 一 こ販造 養
を伊取のて酒

十ギ
の冗の老

え方り一昨‘牛
てか組 翼 年会

担 □新を清酒
出らまを四社

．酒始酒造

壮は
めーで

来招れと月で吉、ま級は
上いて地に五元 し → 五
がたい酒帰年 氏山

長内。
た風月

り杜たの郷間 の一
ま氏も新後の豊光 里日
し三の製 ‘研が郎 ← か
た人で品町修新さ のら
°のす開特を居ん 店本

‘-•‘ 
新発売の 「風の里」と山内光郎さん

消
洒

を
新
発
売

養

老

酒

造

銘
柄
は
、
町
の
風
お
こ
し
運
動
に

ち
な
ん
で

「風
の
里
」
と
名
前
を
つ

け
、
ラ
ベ
ル
も
さ
わ
や
か
な
風
の
感

じ
を
見
事
に
出
し
て
あ
り
ま
す
。

養
老
酒
造
で
は
今
ま
で
、
一
般
清

酒
の
み
で
本
醸
造
は
造
っ
て
お
り
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
今
回
こ
の
精
白
度

六
十
％
ア
ル
コ

ー
ル
度
数

一
五
l
-

六
度
の
新
商
品
を
つ
く
り
ま
し
た
。

新
製
品
の
味
は
、
さ
っ
ば
り
し
て

さ
ら
り
と
し
た
飲
み
口
と
な
っ
て
い

ま
す
。
容
器
は
、

一
・

八
！
び
ん
（
千
七
百

五
十
円
）
と
洋
酒
夕

イ
プ
の
七
百

二
十
叫

び
ん
（
千
円
）
の
二
種

類
で
緑
色
の
び
ん
は

ケ
ー
ス
に
入
れ
て
あ

り
、
と
て
も
洒
落
た

デ
ザ
イ
ン
に
仕
上
げ

て
あ
り
ま
す
。

な
お
、
こ
の

「風

の
里
」
に
合
わ
せ
て

「養
老
」
原
酒
七
二

十
叫
び
ん
（
千
五

百

円
）
も
四
月
に
発
売

さ
れ
ま
し
た
。

商
品
は
い
ず
れ
も
、

町
内
の
酒
類
販
売
店

に
お
か
れ
て
い
ま
す
。
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多
年
に
わ
た
り
地
方
自
治
の
伸

展
に
寄
与
さ
れ
た
藤
川
守
仲
氏

毛
十
歳
）
が
四
月
二
十
九
日
付
で
、

勲
四
等
瑞
宝
章
受
章
の
栄
誉
に
浴

さ
れ
勲
章
伝
達
式
は
五
月
八
日
県

庁
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
五
月

十
五
日
に
は
ご
夫
妻
で
上
京
さ
れ
、

春

の

”
 
藤
川
守
仲
氏
が

勲
四
等
瑞
宝
章
を
受
章

叙

勲

肱川町消防団新役員決まる
平成元年～4年度

役員の改選期にあたり、このほど次のとおり新役員が

決まりました。住民の生命・身体•財産の保護に一致団

結、使命感を新たにご活躍をいただきます。また、下表

のように29人の若い方が新しく入団されましたので合わ

せてご紹介します。

団長山内 壮亮 副団長山下 道教定員237名

皇
居
に
お
い
て
天
皇
陛
下
に
拝
謁
、
永
年

の
功
労
に
対
し
ね
ぎ
ら
い
と
激
励
の
こ
と

ば
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

藤
川
氏
は
昭
和
十
六
年
、
東
京
医
学
専

門
学
校
を
卒
業
後
、
松
山
赤
十
字
病
院
、

山
田
医
院
勤
務
を
経
て
大
谷
で
開
院
、
以

来
地
域
医
療
業
務
に
尽
く
さ
れ
て
き
ま
し

た
。
昭
和
二
十
六
年
か
ら
四
十
四
年
ま
で

は
、
十
八
年
に
わ
た
り
村
・
町
議
会
議
員
。

こ
の
間
三
期
六
年
間
は
議
長
を
歴
任
さ
れ

ま
し
た
。
四
十
四
年
か
ら
五
十
二
年
ま
で

の
二
期
八
年
間
は
肱
川
町
長
と
し
て
、
教

育
施
設
・
交
通
通
信
網
の
整
備
、
産
業
・

商
工
観
光
の
振
興
、
保
健
衛
生
の
充
実
等
、

多
大
の
貢
献
を
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
た
び
の
叙
勲
を
お
喜
び
申
し
上
げ
、

ご
健
康
を
祈
念
し
ま
す
。

植
え
て
は
い
け
な
い
け
し
を
知
っ

て
い
ま
す
か
。

県
で
は
、
け
し
の
花
が
咲
く
五
月

と
六
月
に

「不
正
大
麻
・
け
し
撲
滅

運
動
」
を
展
開
し
て
、
大
麻
や
け
し

に
関
す
る
正
し
い
知
識
の
普
及
啓
発

と
不
正
栽
培
の
発
見
、
除
去
な
ど
の

活
動
を
進
め
て
い
ま
す
。

県
内
の
各
地
で
、
毎
年
け
し
の
不

正
栽
培
が
多
数
発
見
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
法
律
を
知
ら
な
か

っ
た
り
、

植
え
て
よ
い
け
し
と
わ
る
い
け
し
の

区
別
が
つ
か
な
か
っ
た
た
め
、
不
正

植えてよいけし

わるいけし
大洲保健所

分団 分団長 副分団長 部長 班 長 彗

1 森本正吉 三瀕次男
白尾公男 曽根和儀，宮本賢次，二宮秀一

藤井正 堀井一男，和気輝明，井上孝幸
62 

2 寺岡勝信 冨永幸男 竹森高幸 寺尾秋広，松田龍明 25 

3 上田武徳 岩田忠義
大田秀雄 水沼高志，山本菊雄，今宮雅司

沖田利雄 冨永武雄，大塚芳行
54 

4 中岡政廣 福山保
安川哲生 櫻田和明，松本善ー，森吉満

中野孝廣 吉田博和，上田英二
54 

5 池田義喜 東光穂 山本茂行
清水公健，藤田重量，浅野卓磨

42 
大森廣幸

肱川町消防団新入団員名

分団 入団年度 入 団 者 名

昭和63年度 山根俊一．金森優二
1 

今禾日気岡清志勝，，城山戸内光光二郎，三井正勝，冨永典継平成元年度

2 平成元年度 福島貞幸，森岡清隆，藤原 貴．西山常数

昭和63年度 沖野晃己心原田都男

3 
平成元年度 兵冨永秀喜下野一幸，博田哲雄，久保寿男

頭実

4 平成元年度
木中寸上野安正春孝，坂 幹幸，上甲幸一，大野嘉博

昭和63年度 兵頭学，浜田律朗
5 平成元年度 石岡高網，井脇忠志，山下隆治

に
栽
培
さ
れ
た
も
の

で
す
。そ
れ
で
は
、
そ
の

見
分
け
方
を
簡
単
に

ご
紹
介
し
ま
す
。

0
植
え
て
よ
い
け
し

ひ
な
げ
し
、
お

に
げ
し
な
ど
で
す
。

草
丈
は
比
較
的

低
く
、
茎
や
葉
の

表
面
に
粗
毛
が
密

生
し
て
お
り
、
葉

は
切
れ
込
み
が
深

く
、
濃
い
緑
色
で

す。

0
植
え
て
わ
る
い
け

し

草
丈
は
一
メ
ー

ト
ル
以
上
で
が
っ

し
り
と
し
て
お
り
、

茎
や
葉
の
表
面
に
ほ
と
ん

ど
毛
が
な
く

「ろ
う
」
が

か
っ
た
白
っ
ぽ
い
緑
色
で

あ
り
、
葉
は
、
太
い
茎
を

半
分
抱
く
よ
う
な
形
で
つ

い
て
い
ま
す
。

植
え
て
わ
る
い
け
し
は
、

あ
へ
ん
や
モ
ル
ヒ
ネ
の
原
料

と
な
る
た
め
、
法
律
に
よ
り

そ
の
栽
培
を
厳
し
く
規
制
さ

れ
て
い
ま
す
の
で
御
注
意
く

だ
さ
い
。

な
お
、
け
し
や
大
麻
に
つ

い
て
、
わ
か
ら
な
い
こ
と
が

あ
り
ま
し
た
ら
、
保
健
所
へ

お
気
軽
に
御
相
談
く
だ
さ
い
。

た
い
す
ナ

沖
野
大
亮
く
ん
（
小
藪
）

昭
和

62年
2
月
20
日
生

(
2歳
2
か
月
）

．ヽー歳

刷

7
 

7
 
2

2

 fー
、

（
 

んさ

ぐ《

1-．．
 

ん

父

幸

母

亀

e
5
琴

5
呼

お

お

い
つ
も
女
の
子
と
間
違
え
ら

れ
て
い
た
け
ど
、
散
髪
を
し
た

ら
、
ほ
ら
も
う
大
丈
夫

9
男
の

子
に
見
え
る
で
し
ょ
う
？
毎
日

＿
ば
あ
ち
ゃ
ん
も
お
守
り
に
困
る

ほ
ど
、
お
姉
ち
ゃ
ん
と
ケ
ン
カ

を
し
て
、
元
気
に
遊
ん
で
い
ま

す。
五
月
の
空
を
、
高
く
元
気
に

泳
ぐ
鯉
の
ぼ
り
の
様
に

『ぼ
く

も
な
り
た
い
な
…
II"
』
と
思
っ

て
い
ま
す
。

な
な
え

堀
川
七
恵
ち
ゃ
ん
（
瓜
生
谷
）

昭
和
62年
2
月
11日
生

(
2歳
3
か
月
）

-
歳

戯
0

2

 

3

3

 

（

（

 

ん

ん

さ

さ

ん

郎

ん

子

さ

七

さ

賀

父

聖

母

千

お

お

趣
味
は
写
真
鑑
賞
、
眠
る
時
に
は
、

三
種
の
神
器
ミ
ル
キ
ー
さ
ん
と
い
う

名
の
モ
ン
チ
ッ
チ
、
テ
ク
マ
ク
マ

ヤ
コ
ン
コ
ン
パ
ク
ト
、
ピ
ン
ク
の
ハ

ン
カ
チ
）
ガ
必
要
で
す
。
人
に
甘
え

る
こ
と
に
か
け
て
は
天
才
的
な
も
の

が
あ
り
、
悪
し
を
し
て
も
お
こ
ら
れ

な
い
得
な
性
格
の
自
称

「ぼ
く
」
ち
ゃ

ん
で
す
。
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高齢者老人大学講座内容

‘ E ぅ 匈 ⑫ l.a-cc~-,ふ• た i品馳

月日 講座名 ナーマ 講 師 名

6月28日（水）
13: 00 

愛媛大学
入学式

6 
記念講演

医学部教授

「豊かにいきよ
渡辺 孟

う長寿社会

7 健康
高齢者の 愛媛看護協会会長
健康管理 杉本冨恵

松山大学
8 経済 生活経済学入門 経済学部教授

望月 清人

愛媛大学， 文化 愛媛の文学 教育学部教授
白方 勝

長寿社会と
愛媛県生涯学習

10 社会 推進講師
生きがい

勝田利雄

10月 4日（水）
10: 30 
スクーリング

施設見学

愛媛大学
1 1 政治 日本の政治 法学部教授

岡本幸治

長寿社会におけ
松山東雲短期大学

12 福祉 講師
る福祉のあり方

曲田志保子

1歴史
河野通盛と 伊予史談会会長
忽那義範 景浦 勉

愛媛県立公衆衛生
2 祈ロ 乎子 日本のこころ 専門学校講師

近藤美佐子

3月15日（木）
3 13: 00 

修了式

特別課題 「自分史」 元年11月30日
原稿提出期限

愛
媛
県
で
は
高
齢
者
通
信
大
学
受

講
生
を
次
の
要
領
で
募
集
し
て
い
ま

す。
お
気
軽
に
お
申
し
込
み
下
さ
い
。

募

集

要

領

一
、
目
的
こ
の
事
業
は
、
県
下
の
高
齢
者

に
気
軽
な
学
習
の
機
会
を
提
供
し
、

高
齢
者
の
生
き
が
い
の
向
上
と
地

域
活
動
の
促
進
を
図
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
い
ま
す
。

二
、
学
習
期
間
及
び
募
集
定
員

学
習
期
間
平
成
元
年
6
月
ー

2
年

3
月

百
人

募
集
定
員

三
、
受
講
資
格

”
県
内
に
住
ん
で
お
ら
れ
る

60
歳

以
上
の
方

四
、
受
講
の
申
し
込
み
手
続
き
及
び

豊
か
な
知
識
で

申
し
込
み
先

定
め
ら
れ
た
受
講
願
書
に
必
要

事
項
を
記
入
の
う
え
、
肱
川
町
役

場
町
民
課
に
申
し
出
て
推
薦
を
受

け
、
松
山
市
道
後
町

2
丁
目
9
番

14
号
愛
媛
県
老
人
児
童
福
祉
セ
ン

タ
ー
ヘ
提
出
し
て
下
さ
い
。

五
、
申
し
込
み
期
間

平
成
元
年

5
月
1
日
（
月
）
か
ら

5
月
31
日
（
水
）
ま
で
で
す
。
な
お
、

郵
送
の
湯
合
は
、

5
月
31
日
消
印

の
あ
る
も
の
ま
で
有
効
と
し
ま
す
。

六
、
受
講
許
可

定
員
超
過
の
場
合
は
、
抽
せ
ん

に
よ
り
決
定
の
う
え
通
知
し
ま
す
。

七
、
講
座
内
容

①
一
般
課
題

講
座
ー
健
康
、
経
済
、
文
化
、
社

会
、
政
治
、
福
祉
、
歴
史
、
哲
学

楽
し
い
老
後
を

上
記
の
各
講
座
を
テ
キ
ス
ト
で

学
習
し
、
レ
ボ
ー
ト
を
提
出
し

て
い
た
だ
き
ま
す
。

②

特
別
課
題

「自
分
史
」
（
自
分
の
人
生
を

振
り
返
っ
て
、
子
や
孫
に
伝
承

し
た
ら
よ
い
と
思
わ
れ
る
も
の
）

を
作
成
し
提
出
し
て
い
た
だ
き

ま
す
。

③
ス
ク
ー
リ
ン
グ

(
3
回）

ア
、
入
学
式
、
記
念
講
演

イ
、
全
体
交
流
会
、
施
設
見
学
一
[――-

ウ

、

修

了

式

―

―

-

―

匡―

八

、

受

講

料

無

料

一

―

―

―-l-

た
だ
し
、
ス
ク
ー
リ
ン
グ
の
た
匡
――――-

め
の
交
通
費
、
宿
泊
費
は
本
人
の

i
-

写―

負

担

と

し

ま

す

。

一

―

写匡＿

＿
i

＿-

九
、
修
了
証
書

高
齢
者
通
信
大
学
の
課
程
を
修
―
―
―写―

了

し

た

者

に

は

、

知

舌

―

-

-l-＿ 

書

が

交

付

さ

れ

ま

す

。

一

一

一

に

‘

り

―
一
一
本
た

―
-
―
基
る
を
す

―-l-
与

行

。

写
-ii-

J

,’
 

i

一

り

実

た

-i一
く

く

しづ

よ

ま

-i-＿ 
写

―
一
一
媛
率
し

―
-
―
愛
効
正
。

―
一
一
て
る
を
改
す

―
―
-
、
ぁ
策
を
で

の

施

織

り

し

ii-一
一
っ
力
す
組
お

i

一

に

活

示

で

と

と

が

け

の

い

画

付

表

[
正
ご

改

潤

計

日

の

-[織

r
期

1
次

、
長
月
、

は
た

4
は

―一一組

-l

――
 ―
一
一
の
で
し
の

-
i

県

県

定

」

も

媛

策

う

な

愛
ろ
よ
主

ご
の

改 正 内 容 担 当 事 務

調整振興部「企画調整課」の設置

0県政の総合企画

0長期総合計画

0地方生活文化経済圏計画

0県政の研究、調査

0重要フ ロ゚ジェクトの総合調整

0西瀕戸経済圏構想

調整振興部「ふるさと整備課」の設置

0ふるさと交付金

0ふるさと愛媛活性化推進事業

0ふるさとづくり特別対策事業

0振興拠点地域制度

0離島振興、過疎振興、半島振興

〇リゾート対策

0アメ ニティ対策

0高度情報化対策

改 正 内 容 担 当 事 務

農林水産部の課制の大幅改編と 「農

業基本問題対策班」の設置

総務農政課（旧：総務金融課）
0農政企画、農業団体指導

0農業金融、農業基本問題対策班

構造改善課（旧：農政課） 0構造改善、農地の有効利用促進

農地整備課（旧：耕地課） 0農地整備、農業水利の調整

普及指導課（旧：農業指導課） 0農業改良普及、農家生活改善指導

0米穀・かんきつ・落葉果樹・野菜

生産流通課（旧：園芸農蚕課） 等特産物の生産振輿

0米穀の流通対策、所得共済

畜産課（課名変更なし） 0畜産物の生産、流通対策

森林林業課（旧：林政課）
0材木の生産流通対策、森林の保全

0林業金融

0水需給対策、治水対策

土木部「水資源開発局」の設置
0ダムの水源地域対策、調査、計画

0長期水需給対策、河川総合開発、

水資源調査

「第2回全国スポーツ・レクリエー 0スボーツ・レクリエーション祭の

ション祭事務局」の設置 実施
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肱川町公民館に於て

去
る
四
月
二
十
八
日
、

肱
川
町
公
民
館
に
於
て

第
四
十
一
回
肱
川
農
業

協
同
組
合
通
常
総
会
が

開
催
さ
れ
た
。

来
賓
と
し
て
、
肱
川
町

長
大
野
和
氏
を
始
め
肱

川
町
議
会
議
長
大
田
恒

氏
連
合
会
を
代
表
し
て

中
央
会
副
会
長
村
上
政

男
氏
、
大
洲
農
業
改
良
普
及
所
課
長

植
岡
安
雄
氏
よ
り
そ
れ
ぞ
れ
祝
辞
を

頂
き
、
そ
の
他
来
賓
多
数
の
ご
臨
席

を
戴
い
た
。

会
に
先
き
だ
ち
、
農
協
勤
務
二
十

年
で
永
年
勤
続
表
彰
式
が
行
わ
れ
西

永
善
矩
氏
と
橋
本
英
機
氏
が
表
彰
の

栄
に
欲
さ
れ
た
。

議
長
選
出
で
は
、
神
井
恵
一
郎
氏

が
選
任
さ
れ
、
第
一
号
議
案
か
ら
第

十
二
号
議
案
の
役
員
選
任
に
つ
い
て

ま
で
を
全
議
案
原
案
の
通
り
承
認
決

定
し
た
。

昭
和
六
十
三
年
度
の
業
務
報
告
と

平
成
元
年
度
の
事
業
計
画
に
つ
い
て

は
次
の
通
り
基
本
方
針
等
が
出
さ
れ

た
。
又
新
役
員
に
つ
い
て
も
次
の
通

り
で
あ
る
。

橋本英機氏 西永善矩氏

昭
和
六
十
三
年
度
は
内
需
拡

大
を
基
調
と
し
て
安
定
し
た
経

済
成
長
の
推
移
と
な
り
、
一
月

に
は
激
動
の
昭
和
か
ら
平
成
元

年
と
新
し
い
時
代
の
幕
開
け
と

な
っ
た
。

尚
、
十
一
月
に
は
愛
媛
県
の

農
協
大
会
、
十
二
月
に
は
全
国

の
農
協
大
会
が
東
京
で
開
催
さ

れ
て

21
世
紀
を
展
望
す
る
農
協

の
基
本
戦
略
が
決
定
し
、
国
際

化
の
な
か
で
の
日
本
農
業
の
確

立
、
競
争
力
と
活
力
あ
る
経
営

の
創
造
、
魅
力
あ
る
地
域
社
会

の
創
造
の
外
、
大
き
な
困
難
に

耐
え
組
織
の
結
集
を
図
り
前
進

す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

農
業
問
題
に
つ
い
て
は
、
国

際
化
の
進
展
の
な
か
で
農
畜
産

新
ノI'¥,

1又 員 名 簿

'‘ 

業

務

物
の
輸
入
は
増
大
を
し
、
米
価
を
始

め
農
畜
産
物
の
価
格
が
連
続
し
て
引

下
げ
ら
れ
、
又
、
米
・
た
ば
こ
・
み

か
ん
等
の
減
反
政
策
が
次
々
と
実
施

を
さ
れ
、
其
の
転
換
対
策
が
今
後
の

大
き
な
課
題
と
な
っ
て
居
る
。

町
内
の
農
業
生
産
に
つ
い
て
は
特

に
栗
が
一
＿
一
百
二
十
―
―
―
屯
の
取
扱
い
で

近
年
に
な
い
減
収
と
な
り
、
キ
ュ
ウ

リ
も
三
百
七
十
九
屯
で
約
七
十
屯
昨

年
よ
り
減
収
と
な
っ
た
が
、
果
実
・

野
菜
と
も
に
販
売
価
格
は
昨
年
を
上

回
り
、
又
、
生
し
い
た
け
の
取
扱
い

を
開
始
し
た
事
等
か
ら
、
総
額
に
於

い
て
は
四
億
一
千
万
円
で
昨
年
比
百

四
％
の
取
扱
い
と
な
っ
た
。

尚
、
今
年
度
重
点
事
項
と
な
っ
て

ヽ
こ
、

'>t 
資
金
力
の
増
強
に
つ
い
て
は
期
末

報

告

＼ノ

II II II II II II II II 事理 役
員

二村寺有二森北冨鉾
氏

宮上尾友宮岡本永 岩

繁春多 鶴 計

雄義助勇豊男登次勉
名

II II II 事監----:- II II ” ’ ’ 理事
役

員

冨西渡市清堀岩三今
氏

永田辺川水内田好宮

武盛茂澄公英 — 八中シヽ
治 夫雄男健雄昭男雄

名
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貯
金
高
三
十
四
億
五
千
五
百
九
万

円
前
年
対
一

0
ニ
・
七
％

長
期
共
済
保
有
高
三
百
四
億

前
年
対
一
〇
七
％

一
億
円
を
目
標
と
し
た
キ
ュ
ウ
リ

は
金
額
で
六
千
七
百
五
十
四
万
円

前
年
対
一

0
1• 

1％
 

栗
園
の
若
返
り
対
策
に
つ
い
て
は

低
樹
高
栽
培
指
導
、
間
縮
伐
モ
デ
ル

園
設
置
な
ど
に
努
め
た
。

設
備
の
充
実
に
つ
い
て
は
計
画
通

り
実
施
を
し
た
。

宇
和
川
事
業
所
新
築
六
月
に
完

成
造
成
、
建
物
（
一
六
六
2
m
)

、
給

油
施
設
合
わ
せ
た
事
業
費
二
千
九
十

八
万
円
育
苗
セ
ン
タ
ー
作
業
倉
庫
―
二

0
面
三
百
九
十
万
円

キ
ュ
ウ
リ
の
予
冷
庫
の
撰
果
場
設

置
千
三
百
万
円
補
助
国
1
/
3
.

県
ー
／
6
•

町
1
/
6
予
定

キ
ュ
ウ
リ
の
冷
蔵
庫
大
谷
事
業

所

百

四

十

万

円

町

補

助

七

十

万

円
予
定
野
菜
の
封
函
機
撰
果
場
設
置

一
台
三
百
四
十
万
円
補
助
な
し

栗
撰
果
機
の
ド
ラ
ム
更
新
一
式

五
百
一
＿
一
十
万
円
経
済
連
助
成
五
十

三
万
円
く
り
く
ん
じ
ょ
う
シ
ス
テ
ム
変
更

コ
ン
テ
ナ

20

百
五
十
三
万
円

そ
の
他
の
各
自
業
に
つ
い
て
も
組

合
員
各
位
の
ご
協
力
と
関
係
機
関
の

ご
指
導
を
得
て
、
当
初
の
計
画
の
達

成
に
努
力
を
し
た
。

平
成
元
年
度
の
我
が
国
の
経
済
は

国
際
化
と
内
需
拡
大
を
基
調
と
し
て

推
移
す
る
と
思
わ
れ
る
が
、
ア
メ
リ

カ
の
経
済
と
原
油
価
格
の
動
向
の
外
、

世
界
経
済
の
流
動
的
な
要
素
も
あ
り
、

又
、
国
内
の
消
費
税
の
導
入
に
よ
り

消
費
者
物
価
が
上
昇
を
し
、
個
人
消

費
、
設
備
投
資
、
住
宅
投
資
等
が
停

滞
を
し
て
我
が
国
の
経
済
は
調
整
局

面
に
転
じ
て
低
成
長
と
な
る
こ
と
が

懸
念
さ
れ
る
。

一
方
農
業
に
於
い
て
は
農
畜
産
物

の
輸
入
が
加
速
を
し
、
海
外
と
の
価

格
差
の
問
題
と
労
働
力
の
高
齢
化
の

問
題
、
米
価
を
始
め
価
格
引
下
げ
の

懸
念
等
、
極
め
て
農
業
経
営
は
厳
し

く
な
る
こ
と
か
ら
一
層
安
全
で
高
品

質
・
低
コ
ス
ト
生
産
の
た
め
の
技
術

向
上
、
流
通
の
改
善
に
努
め
産
地
化

に
努
力
を
す
る
と
と
も
に
必
要
な
施

設
の
充
実
に
努
め
る
。

尚
、
金
融
自
由
化
の
対
応
と
資
金

カ
の
増
強
、
各
種
ロ
ー
ン
の
外
、
融

資
の
拡
充
、
障
害
保
障
の
確
立
、
生

活
活
動
の
強
化
の
外
、
各
事
業
を
積

極
的
に
推
進
す
る
と
共
に
財
務
の
健

全
化
に
努
力
す
る
。

一
、
施
設

①
現
金
自
勤
取
引
機
A
T
M
の
設

置
（
本
所
）
機
械
リ
ー
ス
料
年

百
六
十
万
円

②
野
菜
の
流
通
対
策
、
予
冷
を
目

的
に
冷
蔵
庫
の
設
置
二
基

予
子
林
・
岩
谷
事
業
費
百
七
十

万
円
町
助
成
1
/
2
予
定

③
キ
ウ
イ
フ
ル

ー
ツ
撰
果
機
（
柿

撰
果
に
共
用
）
加
工
場
事
業

費
二
百
五
十
万
円

二
、
資
金
力
の
増
強
に
つ
い
て
は
、

小
口
M
M
C
の
取
扱
い
の
拡
大
に

努
め
、
伸
長
率
五
％
を
目
標
と
す

る。

三
、
生
涯
保
障
、
災
害
保
障
の
確
立

の
た
め
に
普
及
活
動
を
推
進
す
る
。

長
期
共
済
期
末
保
有
目
標
三
百
二

十
五
億
円
と
す
る
。

四
、
栗
の
復
興
元
年
と
し
て
栗
の
低

樹
高
栽
培
を
基
本
に
間
縮
伐
、
改

植
を
進
め
、
栗
園
の
若
返
り
を
図

る。

五
、
キ
ュ
ウ
リ
は
ブ
ル
ー
ム
レ
ス
台

木
の
導
入
、
品
質
の
向
上
に
努
め
、

栽
培
面
積
十
ヘ
ク
タ
ー
ル
一
億
円

を
目
標
と
す
る
。

六
、
生
し
い
た
け
の
秀
品
率
の
向
上

と
取
扱
い
の
拡
大
に
努
め
、
価
格

安
定
保
障
の
た
め
に
三
年
後
の
産

地
指
定
を
め
ざ
す
。

/‘  

平

成

元

年

度

事

業

計

画

＼ノ

今
回
（
四
月
二
十
六
日
）
第
五
回
和

牛
子
牛
共
励
会
を
町
、
農
協
、
畜
産
部

会
合
同
で
開
催
し
た
。
出
品
牛
は
八

頭
（
去
勢
牛
六
頭
、
牝
牛
二
頭
）
と
頭

数
が
今
ひ
と
つ
で
あ
っ
た
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
出
品
牛
は
生
産
地
に
勝
る

粒
揃
い
で
、
前
回
ま
で
評
価
に
よ
る

販
売
方
式
を
取
っ

て
い
た
が
今
回

か
ら
は
セ
リ
方

式
を
取
っ
た
為
、

肥
育
農
家
に
よ

る
セ
リ
競
い
も

あ
り
、
最
高
値

は
三
百
十
屈
牝

五
十
万
五
千
円

で
落
札
、
参
加

者
を
沸
か
せ
た
。

肱
川
町
に
於
い

て
も
粗
飼
料
を

主
体
と
し
た
生

産
農
家
が
除
々

に
増
え
つ
つ
あ

る
。
県
外
の
生

産
地
か
ら
導
入

に
比
べ
町
内
一

貫
生
産
の
方
が

ス
ト
レ
ス
と
地

域
の
順
応
に
も

早
い
こ
と
か
ら
、

将
来
は
町
内
の

肥
育
素
牛
は
町

内
で
需
給
で
き
る
様
に
推
め
て
行
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
繁
殖
生
産

牛
を
希
望
さ
れ
る
方
は
お
気
軽
に
肱

川
町
産
業
課
か
農
協
営
農
課
へ
ご
相

談
下
さ
い
る

平
均
生
後
十
ヶ
月
体
重
一
―
―
百
二

kg

価
格
四
十
三
万
六
千
円

肱
川
町
内
生
産
和
牛
子
牛

高
値
で
販
売
さ
れ
る

肱川で生産された仔牛
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！ 優良材生産は直材づくりから．， i 
i 

椎茸生産はクヌギ林造成から．I j ~. ・-・---- i 
i 肱川町森林組合乾椎茸相場表

肱川土場木材相場表
第 50 7回市昭和 1年 4月17日 1 | 

i 県森連市より （単位オ当り：円） ］． ：売売心：：：：。？竺誓；79kg | 
！ キ ヒノキマッ
~ 1. !~~:lt---·607 --7-_ 915. 7 kg'  

Ir這王ス／冒［麗：1:／悶：：：：：そ1／□他 芦：［ミご［／三:/『／--／[／:：：]ロ―~I
8 cm上本 135本 122本 177本 132 39 銘 柄 単価銘柄 単 価！

i 
f 13 m 

11 cm上 23 62 
バリ 材 大 厚 ー ドンコ小 一 ！ 

1＆吐（一） 84I -I 175 I -118cm上 60
i 政吐面 91 - 224 - 24cm上 67：信門•6門ぷ 中厚上 ー 特用大葉 ー ！ 
! 18 cm上 75 - 161 ― 長さ 2m 中厚並 ー 大バレ 3, 3 8 o i i l2mll~6:i 本 ;4 本 □ 本 ;4 本 ー 72 小 厚 ー 特用中葉 4. 3 3 0 ! 

16 cm上 20 I -I 56 I -I 13cm上39 松 ハ リ材 大ウス 中 バ レ

i 
3. 3 2 3 ! 

3 0 cm上 46I -I 109 I -130cm上 39 16cm~22cm 中ウ っし 姪 m,1、奎つ c:: A A ! 

t過嫡

104 295 J mff白

109 335 4 m88円

137 280 
259 960 

備考
杉桧柱上材好調な売行き。特に 6m材、優良材は好

相場。松材は全般に保合推移。

' /,、 ,9 ....t',-T.J , J 示 ッ，ッっ "T

中小ウ ス 4, 7 2 0 /」ヽ ノ<レ 2, 6 9 1 

I」ヽ ウ ス 3, 6 6 3 変形大 3, 2 9 0 

ジャミウス 変形小

ドンコ大 色 落 2. 3 8 6 

ドンコ中 コーコ

森
林
と
ミ
ネ
ラ
ル
ウ
ォ
ー
タ
ー

皆
さ
ん
も
よ
く
御
存
知
の
こ

と
と
思
い
ま
す
が
、
森
林
は
、

材
木
や
そ
の
他
林
産
物
を
生
産

す
る
場
と
し
て
の
機
能
の
他
に
、

山
地
の
崩
壊
等
を
防
い

だ
り
、

雨
水
を
地
中
に
蓄
え
る
保
水
機

能
や
、
レ
ク
レ
ー
シ
ョ

ン
等
に

利
用
さ
れ
た
り
と
さ
ま
ざ
ま
な

機
能
を
有
し
て
い
ま
す
。

今
月
は
、
そ
の
中
か
ら
、

『
水
』
に

つ
い
て
書
い
て
み
よ

う
と
思
い
ま
す
。

◎
水
の
ふ
る
さ
と

私
達
の
家
で
使
う
水
は
、
そ

の
も
と
を
た
ど
る
と
、
大
体
が

ダ
ム
に
た
め
ら
れ
た

川

の
水
で

す
。
ダ
ム
は
、
川
の
上
流
の
山

地
に
作
ら
れ
ま
す
が
ま
わ
り
の

山
に
は
、
木
が
た
く
さ
ん
繁
っ

て
い
て
、
森
林
と
な
っ
て
い
ま

す
。
川
の
水
は
こ
の
森
か
ら
流

れ
出
て
き
た
も
の
で
、
『
水
の

ふ
る
さ
と
は
森
林
』
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。

森
林
に
降
っ
た
雨
は
、
ま
ず
、

木
の
葉
や
枝
に
と
ど
ま
り
ま
す

が
、
や
が
て
し
ず
く
と
な
っ
た

り
、
幹
を
つ
た
わ

っ
て
地
面
に

落
ち
ま
す
。
地
面
に
は
落
葉
や

コ
ケ
な
ど
が
あ
っ
て
落
ち
て
き

た
雨
が
た
ま
り
、
し
だ
い
に
土

の
中
へ
し
み
こ
ん
で
い
き
ま
す
。

土
の
中
で
は
、
水
は
植
物
の

根
に
吸
わ
れ
た
り
、
土
の
す
き
間
に
蓄

え
ら
れ
た
り
、
さ
ら
に
深
く
浸
透
し
て

地
下
水
と
な
り
、
や
が
て
湧
き
水
と
な
っ

て
地
面
に
出
ま
す
。

山
に
森
林
が
な
か

っ
た
ら

ど
う
な
る

で
し
ょ
う
か
。
森
林
の
な
い
地
面
は
、

落
葉
や
コ
ケ
な
ど
も
少
な
く
、
固
く
な
っ

て
し
ま
い
ま
す
。
で
す
か
ら
、
水
の
浸

み
こ
み
に
く
い
土
に
な
っ
て
し
ま
い
ま

す
。
こ
こ
に
降
っ
た
雨
は
、
地
面
を
勢

い
よ
く
流
れ
て
川
の
水
は
い
っ
ぺ
ん
に

ふ
え
ま
す
。
ま
た
、

地
表
面
の
表
土
の

流
出
も
多
く
な
り
ま
す
し
、
地
下
水
量

も
減
少
し
ま
す
。
森
林
が
あ
る
と
、
降

雨
量
の
一
―
―
十
五

パ
ー
セ

ン
ト
が
地
下
水

と
な
り
ま
す
が
、
な
い
場
合
は
十
パ
ー

セ
ン
ト
に
し
か
な
り
ま
せ
ん
。

◎
森
林
と
お
い
し
い
水

近
ご
ろ
、
水
が
お
い
し
く
な
い
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
が
、
昔
か
ら
森
林
か
ら

湧
き
出
る
水
は
き
れ
い
で
お
い
し
い
と

親
し
ま
れ
て
き
ま
し
た
。
森
林
は
保
水

能
力
だ
け
で
な
く
、
水
を
浄
化
し
、
さ

ら
に
お
い
し
く
す
る
機
能
も
持
っ
て
い

る
と
い
う
こ
と
で
す
。

こ
こ
で
、
こ
の
水
の
条
件
と
い
う
の

を
書
い
て
み
ま
す
と
、

一
、
衛
生
的
で
安
全
で
あ
る
こ
と
（
大

腸
菌
、
有
害
物
質
が
含
ま
れ
て
い
な

い
こ
と
）

二
、
悪
臭
、
悪
味
を
感
じ
な
い
こ
と

（
悪
臭
、
悪
味
の
原
因
と
な
る
過
マ

ン
ガ
ン
酸
カ
リ
ウ
ム
等
の
物
質
が
一

定
量
以
下
で
あ
る
こ
と
）

三
、
濁
り
や
色
が
み
え
な
い
こ
と
（
コ

ッ

プ
や
洗
面
器
に
入
れ
て
も
感
知
で
き

な
い
程
度
）

四
、
酸
、
ア
ル
カ
リ
が
弱
性
で
あ
る
こ

と
(
P
H
が
五
、
八
ー
八
、
六
以
内
）

と
い
う
こ
と
だ
そ
う
で
す
。

さ
て
、
次
に
『
お
い
し
い
水
』
と
い

う
条
件
で
す
が
、

一
、
水
を
お
い
し
く
す
る
成
分
が
適
量

含
ま
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
り
、
具
体

的
に
は

①
ミ
ネ
ラ
ル

（
ナ
ト
リ
ウ
ム
、
カ
リ

ウ
ム
、
鉄
マ
ン
ガ
ン
等
が
百

m
g
/

l
程
度
）

②
硬
度
（
カ
ル
シ
ウ
ム
、
マ
グ
ネ
シ

ウ
ム
が
五
十

m
g
/
i
程
度
）

③
炭
酸
ガ
ス

(
-
―
―
ー
三
十
m
g
/
l
が

適
量
で
あ
る
こ
と
）

④
酸
素
（
五
m
g
/
l
以
上
あ
る
こ
と

が
望
ま
し
い
）

二
、
水
温
が
体
温
よ
り
二
十
度
！
二
十

五
度
低
い
こ
と
。

と
い
う
こ
と
だ
そ
う
で
す
。

ち
な
み
に
私
は
、
氷
を
つ
く
る
の
に
、

六
甲
の
お
い
し
い
水
を
使
っ
て
い
ま
す
。

肱
川
町
に
も
こ
う
い
っ
た
湧
水
が
あ
れ

ば
、
わ
ざ
わ
ざ
買
い
に
い
か
な
く
て
も

。
．．． 
水
は
私
達
の
生
活
に
と
っ
て
欠
か
せ

な
い
も
の
で
す
。
皆
さ
ん
も
よ
く
認
識

し
て
い
る
で
し
ょ
う
が
も
う
一
度
、
森

林
の
保
全
に
つ
い
て
考
え
て
み
て
は
い

か
が
で
し
ょ
う
か
。

林
業
改
良
指
導
員
・
加
藤



(9) ~過俎0 姿 ［日OO湛慈⑭こ：魯ぷ --：＇ 霧噂

⑥
⑪
◎
R
＠
⑯
 

予

（

な

お

、

防

除

農

薬

は

栽

培

指

針

参

照

）

―

-

"

旧

一

一

里

菜

一

水

i

夏
秋
き
ゅ
う
り

①

追

肥

イ

ネ

ミ

ズ

ゾ

ウ

ム

シ

の

防

除

に

つ

い

て

収
穫
予
定
の
第
一
果
の
開
花
か
ら
追
肥
を
イ
ネ
ミ
ズ
ゾ
ウ
ム
シ
は
、
昭
和
51
年
に
愛

は
じ
め
、
草
勢
や
着
果
状
況
を
見
な
が
ら
、
知
県
で
初
め
て
発
見
さ
れ
た
新
し
い
侵
入
害

『
収
穫
最
盛
期
を
重
点
に
』
追
肥
す
る
。
虫
で
、
稲
の
初
期
生
育
を
抑
制
す
る
お
そ
ろ

肥
料
は
、
降
雨
の
多
い
時
期
に
は

N

K
特

し

い
害
虫
で
す
。
愛
媛
県
で
は
昭
和
58
年

に

11
号
を
用
い
、
乾
燥
期
に
は
水
に
溶
け
や
す
野
村
町
で
発
見
さ
れ
、
順
次
発
生
地
域
が
拡

く
、
肥
効
の
早
い
ア
サ
ヒ
エ
ー
ス
を
使
用
す
大
し
、

63
年
に
は
県
下
50
市
町
村
に
及
ん
で

る
。
一
回
当
り
の
追
肥
量
は
、

1
0
a
当
り
20

い
ま
す
。

1
3
0
k
g
と
し
、

5
1
1
0
日
問
隔
で
施
用
す
る
。
イ
ネ
ミ
ズ
ゾ
ウ
ム
シ
は
田
植
後
、
速
や
か

尚
、
あ
さ
ひ
エ
ー

ス
を
灌
水
と
併
用
し
て
液

に
水
田
に
侵
入
し
、
幼
苗
の
根
や
葉
を
食
害

肥
で
施
用
す
る
場
合
の
一
回
当
り
施
用
量
は
、
し
て
稲
の
初
期
生
育
に
障
害
を
与
え
、
被
害

l
o
a
当
り
15kg
ぐ
ら
い
と
す
る
。
大
切
な
の
が
激
し
い
場
合
に
は
欠
株
に
な
り
減
収
を
も

は
、
草
勢
を
見
な
が
ら
少
量
ず
つ
早
め
早
め
た
ら
し
ま
す
。

に
施
す
こ
と
、
言
い
替
え
れ
ば
、
追
肥
の
量
発
生
の
確
認
に
は
、
田
植
後
の
稲
の
葉
を

は
増
や
さ
ず
、
そ
の
分
追
肥
の
間
隔
を
狭
め
注
意
深
く
観
察
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
越

＂
回
数
を
増
や
し
、
ム
リ
・
ム
ラ
・
ム
ダ
の
な
冬
成
虫
の
稲
の
葉
の
食
害
痕
は
、
幅

1
m
m
程

い
よ
う
努
め
る
。
ま
た
、
ロ
ン
グ
肥
料
を
使
度
、
長
さ

l
e
m
1
5
c
m
ぐ
ら
い
の
細
い
線
状

用
し
て
い
る
場
合
に
お
い
て
も
、
養
分
吸
収
の
か
す
り

に
な
っ
て
い
ま
す
。

6
月
中
旬
ー

の
盛
ん
に
な
る
収
穫
最
盛
期
前
後
か
ら
、
草

7
月
上
旬
に
な
り
稲
の
生
育
が
悪
い
場
合
に

勢
を
見
な
が
ら
補
足
的
に
追
肥
を
実
施
す
る
。
は
、
幼
虫
の
被
害
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
バ
ケ

②

病

害

虫

防

除

ツ

の

中

で

根

を

よ

く

洗

う

と

乳

白

色

の

幼

虫

ベ
ト
病
…
葉
だ
け
に
発
病
し
、
葉
脈
で
区

(
3
c
m
l
8
C
m
)
が
水
面
に
浮
い
て
き
ま
す
。

切
ら
れ
た
多
角
形
水
浸
状
の
病
斑
と
な
＊
防
除
法

る
。
多
湿
時
に
は
病
斑
の
裏
に
暗
灰
色
《
既
発
生
地
で
成
虫
が
多
い
場
合
》
育
苗
箱

の
カ
ビ
が
生
じ
る
。
特
に
、
気
温
20
℃
施
薬
を
原
則
と
し
、

残
効
性
の
長
い
ビ

ー
ム

前
後
で
湿
度
の
高
い
梅
雨
ど
き
、
風
な

ア
ド
バ
ン
テ
ー
ジ
粒
剤
を
箱
あ
た
り
5
0
g
、

ど

で

広

が

る

。

田

植

当

日

露

払

い

し

て

か

ら

散

布

し

、

軽

く

斑
点
細
菌
病
…
地
上
部
す
べ
て
に
発
生
し
、
か
ん
水
す
る
。

初
め
水
浸
状
で
不
透
明
な
暗
褐
色
の
小
《
新
規
発
生
地
や
育
苗
箱
施
薬
を
し
て
い
な

斑
点
で
、
病
状
が
進
む
と
穴
あ
き
と
な
い
場
合
》

る
。
軟
弱
徒
長
、
チ
ッ
ソ
過
多
、
通
風
移
植
5
日
後
頃
、
成
虫
が
株
あ
た
り

0
.

不
良
な
ど
の
ほ
場
で
多
発
し
、
定
植
か
五
頭

(
2
株
に

1
匹
）
以
上
を
目
安
と
し
て
、

ら
梅
雨
期
に

か
け
て
発
生
す
る
。
バ
サ
ジ
ッ
ト
粒
剤
を
1
0
a
あ
た
り
3
1
4
k
g
、

ど
ち
ら
の
病
気
も
、
予
防
防
除
を
基
本
と
、
ソ

ク
ロ
サ
ー
ル

U
粒
剤
を
1
0
a
あ
た
り
一

・

し
、
早
期
発
見
、
早
期
防
除
に
努
め
る
。
五

kg
散
布
す
る
。
さ
ら
に
、
施
用
2
週
間
後

頃
に
成
虫
が
株
あ
た
り
1
1
2
頭
以
上
の
場

合
は
再
び
防
除
を
す
る
。

※
シ
ク
ロ
サ
ー
ル

U
は
蚕
毒
に
注
意
す
る
。

（
散
布
時
の
衣
服
、
手
ぶ
く
ろ
は
蚕
舎
に

入
る
前
に
交
換
）

薬
剤
の
施
用
後
は
、
防
除
効
果
を
高
め
る

た
め
に

3
日
以
上
落
水
や
掛
け
流
し
を
し
な

、。し
一

果

樹

の

管

理

一

栗
の
夏
肥
施
用

果
実
の
肥
大
や
新
梢
の
充
実
を
促
す
た
め

夏
肥
を
施
す
。
特
に
、
築
波
丹
沢
な
ど
の
品

種
は
、
樹
勢
が
弱
る
と
枝
伸
び
が
悪
く
ク
リ

タ
マ
バ
チ
の
被
害
も
多
く
な
る
。
標
準
的
な

施
肥
量
は
、
愛
媛
く
り
化
成
で
一

O
a
当
た

り
三
0

1
四
0
k
g
で
あ
る
。

ウ
メ
の
収
穫

ウ
メ
酒
用
の
大
梅
は
、
光
沢
の
で
た
大
玉

果
か
ら
採
取
す
る
。
白
可
賀
釜
宿
な
ど
の
品

種
を
若
取
り
す
る
余
り
、
値
崩
れ
の
原
因
と

な
っ
て
い
る
の
で
販
売
用
は
収
穫
適
期
を
あ

や
ま
ら
な
い
よ
う
注
意
す
る
。

ゆ
ず
の
病
害
虫
防
除

チ
ャ
ノ
キ
イ
ロ
ア
ザ
ミ
ウ
マ
は
、
落
花
直

後
か
ら
幼
果
を
加
害
し
、
品
質
低
下
の
原
因

と
な
る
の
で
、
前
年
被
害
の
あ
っ
た
園
で
は
、

落
花
直
後
に
オ
ル
ト
ラ
ン
水
和
剤
一
五

0
0

倍
又
は
パ
ダ
ン
水
溶
剤
一

0
0
0
倍
を
散
布

す
る
。六
月
は
黒
点
病
感
染
の
多
い
時
期
で
あ
る
。

中
旬
に

M
ダ
イ
フ
ァ
ー
水
和
剤
六
0

0
倍
を

散
布
す
る
。
ヤ
ノ
ネ
カ
イ
ガ
ラ
ム
シ
発
生
園

で
は
、
エ
ル
サ
ン
乳
剤
一

0
0
0
倍
を
混
用

散
布
す
る
。

キ
ウ
イ
フ
ル
ー
ツ
の
摘
果

キ
ウ
イ
の
果
実
は
初
期
肥
大
が
旺
盛
で
、

開
花
後
四

0
日
間
で
収
穫
果
実
の
約
八
割
の

大
き
さ
に
な
る
の
で
摘
果
を
早
く
す
る
ほ
ど

大
玉
果
の
効
果
が
高
い
。
開
花
後
十
日
目
頃

か
ら
奇
型
果
・
丸
型
果
・
扁
平
果
を
摘
果
し
、

六
月
二
十
日
こ
ろ
ま
で
に
一
，
m
当
た
り
二

0

ー
三

0
個
に
摘
果
す
る
。

新
梢
が
混
合
う
と
果
実
の
太
り
が
悪
く
な

る
の
で
新
梢
管
理
を
行
う
。

―

畜

産

―

「
サ
イ
レ
ー
ド
用
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
栽
培
」

四
月
に
、
は
種
し
た
ト
ウ
モ
ロ
コ

シ
も
五

月
に
な
り
、
幼
苗
期
（
三
ー
四
葉
）
の
管
理
を

終
え
追
肥
の
時
期
に
な
っ
て
き
た
。

『
雑
草
対
策
』

は
種
直
後
や
幼
苗
期
に
除
草
剤
を
散
布
し

な
か
っ
た
場
合
、
雑
草
の
発
生
が
多
く
な
る
。

中
耕
に
よ
る
機
械
除
草
や
。フ
リ
グ
ロ
ッ
ク
ス

を
畦
間
の
雑
草
に
散
布
す
る
方
法
も
あ
る
が
、

ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
に
か
か
る
と
葉
が
枯
れ
て
し

ま
う
。
ま
た
ど
ち
ら
の
方
法
も
雑
草
が
株
間

に
残
る
た
め
、
は
種
直
後
か
幼
苗
期
の
除
草

剤
使
用
が
原
則
で
あ
る
。

『
間
引
き
』

原
則
と
し
て
不
要
で
あ
る
が
、
極
度
の
密

植
に
な
っ
た
場
合
は
、
倒
伏
や
ア
ワ
ヨ
ト
ウ

等
の
害
虫
が
多
発
す
る
た
め
行
う
必
要
が
あ

る。
『
追
肥
』

雌
穂
形
成
期
（
は
種
後
四
十
ー
五
十
日
）
に

肥
料
が
不
足
す
る
と
多
収
が
期
待
で
き
な
い
。

肥
料
切
れ
で
葉
色
が
淡
い
と
き
は
‘
-
0
a

当
た
り
窒
素
を
五

kg追
肥
を
行
う
。

『
倒
伏
防
止
』

培
土
を
し
て
も
街
伏
防
止
の
効
果
は
あ
ま

り
な
い
。
断
根
や
機
械
で
の
刈
取
が
困
難
に

な
る
こ
と
が
あ
る
た
め
、
短
程
品
種
の
選
定

や
疎
植
栽
培
に
よ
り
、
街
伏
防
止
を
は
か
る
。

6
月
1
日
（
木
）
大
谷
方
面
集
配

6
月
6
日
（
火
）
宇
和
川
北
集
配

6
月
7
日
（
水
）
岩
谷
方
面
集
配

6
月
8
日
（
木
）
宇
和
川
南
集
配

6
月
13
日
（
火
）
月
野
尾
小
藪
集
配

6
月
14
日
（
水
）
中
津
予
子
林
集
配

6
月
15
日
（
木
）
大
谷
方
面
集
配

6
月
20
日
（
火
）
宇
和
川
北
集
配

6
月
21
日
（
水
）
岩
谷
方
面
集
配

6
月
2
2
日
（
木
）
宇
和
川
南
集
配

6
月
27
日
（
火
）
月
野
尾
小
藪
集
配

6
月
28
日
（
水
）
中
津
予
子
林
集
配

6
月
29
日
（
木
）
大
谷
方
面
集
配

6
月
醤
油
配
達
予
定
表

6
月
2
日
（
金
）
大
谷
配
達

6
月
9
日
（
金
）
岩
谷
小
薮
配
達

6
月
16
日
（
金
）
宇
和
川
方
面
配
達

6
月
2
3
日
（
金
）
予
子
林
方
面
配
達

6
月

L
P
G配
達
予
定

6
月
2
日
（
金
）
大
屋
敷
・
大
平

6
月
5
日
（
月
）
上
石
丸
・
シ
ワ
ス
ノ

下
小
藪
・
上
中
野

6

月
7

日
（
水
）
藤
野
原
•
町
・

一

瓜
生
谷
の
一
部

6
月
10
日
（
土
）
八
重
栗
・
上
森
山

・
大
成
・
谷
・
百
ヶ
市

6
月
1
2
日
（
月
）
久
保

6
月
15
日
（
木
）
岩
谷
・
月
野
尾

6
月
17
日
（
土
）
広
常
・
影
地

6
月
19
日
（
月
）
中
津
・
小
倉

6
月
20
日
（
火
）
森
・
肱
栄
・
硯
．

久
下
・
樋
の
ロ
・
上
汗
生

6
月
2
2
日
（
木
）
白
石
・
上
小
藪
．

中
小
藪

6
月
24
日
（
土
）
正
山
・
ヌ
タ
ノ
ー
・

中
居
谷
・
嘉
城
・
共
栄
・
道
野
尾
・

赤
岩
・
下
汗
生

6
月
27
日
（
火
）
大
駄
場

・
柳
・
郷
・

瓜
生
谷
の
一
部

6
月
30
日
（
金
）
岩
谷
・
月
野
尾
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戸困生毘 1公民館活動 I

新
し
い
年
度
を
迎
ス
、
公
民
館
の
運
営
方
針
や
事
業
計
画
を
お
知
ら
せ
し
ま

す
。生

涯
学
習
（
公
民
館
活
動
）
と
い
う
言
葉
を
皆
さ
ん
は
ど
う
お
考
え
で
す
か
。

学
習
と
い
う
の
は
「
他
人
ご
と
」
や
公
民
館
が
や
る
の
で
な
く
、
自
分
達
の

生
活
の
中
へ
学
習
を
と
り
入
れ
少
し
で
も
心
の
豊
か
な
生
活
を
し
よ
う
、
少
し

で
も
地
域
を
よ
く
し
て
行
こ
う
と
い
う
活
動
で
す
。
自
分
達
で
町
を
よ
く
し
て

い
こ
う
と
い
う
気
概
が
な
く
て
は
輝
く
町
に
な
り
ま
せ
ん
。
い
う
な
れ
ば
町
が

進
め
て
い
る
“
風
お
こ
し
運
動
＂
と
同
じ
で
す

。

“
い
つ
で
も
”
“
ど
こ
で
も
口
だ
れ
と
で
も
公
民
館
は
学
習
の
場
で
す
。

そ
し
て
皆
ん
な
の
茶
の
間
で
す
。
な
ん
で
も
気
軽
に
ご
相
談
下
さ
い
。

一

活

動

の

基

本

一

自
分
達
一
人
ひ
と
り
が
も
つ
人
間
性

を
大
切
に
し
、
自
分
達
の
郷
土
を
愛
し

協
調
の
精
神
に
よ

っ
て
、
地
域
の
中
で

の
自
分
の
生
き
方
の
再
建
に
努
力
す
る

た
め
、
日
常
の
公
民
館
活
動
の
中
で
次

の
5
い
ち
活
勧
を
展
開
し
ま
す
。

0

ひ
と
り
い
ち
学
習

0

ひ
と
り
い
ち
活
動

0

ひ
と
り
い
ち
ス
ポ
ー
ツ

0

ひ
と
り
い
ち
工
夫

0

ひ
と
り
い
ち
奉
仕

今
の
子
供
は
、
望
み
さ
え
す
れ
ば
な

ん
で
も
だ
い
た
い
か
な
え
ら
れ
る
時
代

で
す
。
し
か
し
物
質
で
は
満
た
さ
れ
て

も
子
供
達
は
心
の
飢
え
が
あ
る
の
で
は

い
で
し
ょ
う
か
。
生
涯
に
わ
た
っ
て
の

人
間
形
成
の
基
礎
は
な
ん
と
い
っ
て
も

子
供
会
活
動
や
少
年
団
活
動
な
ど
集

団
活
動
を
通
し
て
、
役
割
分
担
、
共
同

意
識
の
育
成
、
自
主
性
や
協
調
性
を
た

か
め
、
た
く
ま
し
い
「
肱
川

っ
子
」
を

育
て
ま
す
。

0

わ
ん
ぱ
く
学
級

0

緑
の
少
年
隊

0

サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル

0

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

0

児
童
文
庫

0

各
種
体
力
づ
く
り
活
動

を
通
し
て
協
調
性
を
高
め
る
。

'. 
幼稚園のお母さんの学級

幼
児
期
の
教
育
が
大
切
で
す
。

0

お
話
し
文
庫

〇
親
子
文
庫

〇
親
子
映
画
会

0

家
庭
教
育
学
級

等
を
通
し
て
親
子
の
触
れ
あ
い
を
深

め
豊
か
な
心
を
育
て
る
基
礎
的
な
活
動

を
進
め
ま
す
。

青年交流活動

青
年
の
学
習

2
1
世
紀
を
担
う
実
践
力
を
持
つ
青
年

を
育
て
る
、
青
年
と
し
て
の
教
養
を
深

め
、
社
会
的
役
割
と
責
任
の
自
覚
、
青

年
の
実
行
力
に
よ
り
“
風
お
こ
し
”
の

実
践
を
め
ざ
す
。

0

青
春
サ
ー
ク
ル

0

青
年
塾

0

青
年
団
交
流

0

イ
ベ
ン
ト
の
創
造

“
風
お
こ
レ

バントック先生によるサマースクール

成
人
の
学
習

正山シンポジュームから…

自
主
創
造
の
意
欲
を
お
こ
し
、
生
活

の
質
を
高
め
、
精
神
的
な
豊
か
さ
を
創

造
す
る
た
め
、
活
力
の
あ
る
地
域
づ
く

り
を
め
ざ
す
成
人
の
活
動
を
推
進
す
る
。

O
P
T
A
活
動

0

部
落
学
級

0

同
和
教
育
講
座

0

愛
護
班
活
動

0

分
館
活
動婦

人
の
学
習

婦
人
と
し
て
の
家
庭
の
役
割
を
考
え

る
と
と
も
に
“
婦
人
が
輝
く
時
町
が
輝

V
”
を
合
言
葉
と
し
て
、
実
践
す
る
婦

人
活
動
を
す
す
め
る
。

〇
婦
人
会
の
育
成

0

地
域
婦
人
学
級
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婦人の同和教育学習

学
校
、
地
域
、
町
ぐ
る
み
で
、
同
和

＂
問
題
を
正
し
く
理
解
し
人
権
が
重
要
さ

れ
る
学
習
を
進
め
る
。

0

子
供
会
の
育
成

0

校
区
別
同
和
教
育

0

同
和
教
育
講
座

0

各
種
団
体
同
和
教
育

同
和
教
育

婦人会の学習会

0

生
活
運
動

0

花
い
っ
ぱ
い
運
動

高
齢
者
の
学
習

自
己
の
健
康
を
維
持
し
、
社
会
の
変

化
に
対
応
で
き
、
心
豊
か
な
生
活
を
営

む
学
習
を
進
め
る
。

0

お
四
国
学
級

0

老
人
大
学

0

文
化
財
め
ぐ
り

0

ク
ロ
ッ
ケ
ー
大
会

地
域
に
ね
ざ
し
た
文
化
を
創
造
し
、

伝
統
文
化
の
保
存
継
承
と
併
せ
て
地
域

文
化
の
ほ
り
お
こ
し
を
進
め
る
。

0

文
楽
、
神
楽
の
公
演
、
文
化
サ
ー

ク
ル
活
動
の
活
発
化

0

文
化
協
会
の
育
成

0

地
域
文
化
の
堀
り
お
こ
し

0

文
化
講
演
会

社交ダンス（老人大学）

花いっぱいにしましょう

自
ら
の
健
康
づ
く
り
の
た
め
に
、
進

ん
で
参
加
す
る
社
会
体
育
を
推
進
す
る
。

0

各
種
ス
ポ
ー
ツ
大
会

〇
軽
ス
ポ
ー
ツ
教
室

0

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の
育
成

0

体
育
協
会
設
立
準
備

広
報
、
展
示
活
動

文化講演会から…

ふ
る
さ
と
の
自
然
、
歴
史
、
民
俗
、

芸
能
等
を
保
存
活
用
し
、
次
の
時
代
に

ひ
き
継
い
で
ゆ
く
活
動
を
進
め
る
。

0

指
定
文
化
財
候
補
の
調
査

0

準
文
化
財
の
調
査
と
記
録

〇
「
肱
川
の
文
化
財
」
発
行
の
取
り

組
み

公
民
館
の
顔
で
あ
り
足
跡
で
あ
る
広

報
の
内
容
充
実
と
併
せ
各
グ
ル

ー
。フ
の

作
品
展
示
、
社
会
教
育
資
料
の
掲
出
。

0

公
民
館
報
の
毎
月
発
行

0

展
示
活
動
の
充
実

風
お
こ
し
活
動

風
お
こ
し
運
勧
と
の
連
携
を
深
め
、

町
内
各
機
関
、
団
体
、
グ
ル
ー
。
フ
に
働

き
か
け
、
肱
川
町
花
い
っ
ば
い
運
動
を

強
力
に
展
開
す
る
。

0

花
つ
く
り
グ
ル
ー
プ
の
育
成

以
上
が
本
年
度
の
公
民
館
の
運
営
や

事
業
計
画
の
主
な
も
の
で
す
が
、
町
民

の
皆
さ
ん
の
多
様
な
要
望
に
む
け
て
、

本
館
、
分
館
と
も
頑
張
り
ま
す
。
皆
さ

ん
の
こ
意
見
を
お
聞
か
せ
下
さ
い
。

文
化
財
の
保
護
と
活
用

K 

.
,
i
‘
a
-
m
,
i
 

ー
「
子
供
の
ど
自
慢
の
申
込
は
＾

ま
だ
で
す
か
」
と
公
民
館
へ
、

7
 

攣
「
今
年
は
な
い
ん
で
す
か
…
」

｀
‘
ー
と
残
念
そ
う
に
電
話
を
切
ら
れ

/
f
/

〗
子
冒

平
成
元
年
五
月
三
日
憲
法
記
念
日
、

そ
れ
は
素
晴
ら
し
い
五
月
晴
れ
だ
っ
た

が
、
鹿
野
川
園
地
は
淋
し
い
も
の
だ
っ

た。

「公
民
館
は
ど
う
し
て
や
め
た
の
？
」

き
つ
い
叱
責
を
受
け
ま
し
た
。

何
故
中
止
に
な
っ
た
の
か
、
定
か
で

は
な
い
が
、
聞
く
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、

「花
ま
つ
り
に
、
町
外
の
人
を
よ
ば
な
、

町
内
の
人
を
集
め
て
も
し
ょ
う
が
な
い
。
」

と
か
…
。
事
実
な
ら
お
か
し
い
。
肱

川
町
民
も
集
ま
ら
な
い
イ
ベ
ン
ト
に
、

町
外
の
人
が
参
加
し
て
く
れ
る
は
ず
は

な
い
。
わ
が
町
の
活
性
は
、
自
分
等
が

や
る
し
か
な
い
ん
だ
。

ま
あ
、
考
え
の
相
違
で
あ
ろ
う
が
。

「
子
供
の
夢
を
奪
っ
た
」
ど
ち
ら
に

し
ろ
、
こ
れ
だ
け
は
事
実
だ
。
厳
し
い

世
の
中
で
は
あ
る
が
、
数
少
な
く
な
っ

て
行
く
町
の
子
供
た
ち
に
、
数
の
問
題

で
は
な
く
、
せ
め
て
大
人
は
、
子
供
た

ち
に

「夢
」
を
持
た
し
て
や
る
努
力
だ

け
は
し
た
い
も
の
で
あ
る
。
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人
間
と
し
て
の
ね
う
ち

私
た
ち
の
ま
わ
り
に
は
、
さ
ま
ざ
ま

の
形
で
差
別
が
生
き
て
い
ま
す
。

あ
そ
こ
の
子
と
は
遊
ん
で
は
い
け
な

い
と
か
、
「
雑
草
の
う
た
」
と
い
う
映

画
の
中
で
子
供
の
手
を
ひ
い
て
い
る
若

い
お
母
さ
ん
が
、

「
O
Oち
ゃ
ん
し
っ

か
り
勉
強
し
な
い
と
あ
の
人
み
た
い
に

な
り
ま
す
よ
」
と
い
っ
て
指
を
さ
す
場

面
が
あ
り
ま
す
。
指
を
さ
A

れ
た
所
で

は
一
青
年
が
清
掃
作
業
に
け
ん
め
い
に

働
い
て
い
ま
し
た
。

こ
の
言
葉
を
聞
い
た
子
供
は
ど
ん
な

考
え
を
も
つ
で
し
ょ
う
か
。
最
近
の
テ

レ
ビ
ド
ラ
マ
を
見
て
い
る
と
こ
れ
に
近

い
す
じ
書
き
の
ド
ラ
マ
が
た
く
さ
ん
あ

り
ま
す
。
自
分
の
子
供
に
し
っ
か
り
勉

強
さ
せ
た
い
。
こ
の
願
い
は
、
親
と
し

て
当
然
の
願
い
で
す
。

し
か
し
、
そ
れ
と
ひ
き
あ
い
に
、
ひ

た
い
に
汗
し
て
働
い
て
い
る
労
働
者
の

人
間
と
し
て
の
ね
う
ち
と
、
そ
の
職
業

が
、
い
や
し
い
と
か
、
だ
め
な
も
の
と

か
、
考
え
さ
し
て
ゆ
く
母
親
の
言
葉
は

R⑯緯⑱

みんなでつくろう

差別のない平和な21枇紀

岩 谷 高 見 正 樹

親
自
身
が
労
働
の
尊
さ
を
理
解
で
き
ず

職
業
に
よ
っ
て
人
を
差
別
し
て
ゆ
く
恐

ろ
し
い
中
味
を
も
っ
て
い
る
の
で
す
。

ロ
で
い
く
ら
、

“
人
問
は
平
等
で
あ
る
。
”

“
職
業
に
貴
賤
は
な
い
。
”

と
教
え
て
も
、
毎
日
の
生
活
の
中
で
つ

い
つ
い
不
用
意
に
つ
か
う
言
葉
が
、
知

ら
ず
知
ら
ず
に
自
分
の
子
供
を
、
人
権
を

無
視
し
て
平
然
と
し
て
い
る
差
別
者
に

し
て
ゆ
き
ま
す
。

“
ね
た
み
”
や
“

せ
ん
望
”
は

差
別
意
識

町
内
で
も
地
域
改
善
事
業
が
積
極
的

に
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

“
な
ぜ
あ
そ
こ
だ
け
が
優
遇
さ
れ
る

の
か
”
と
関
係
事
業
に
対
す
る
“
ね
た

み
意
識
”
“
せ
ん
望
意
識
”
を
も
つ
人

が
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
同
和
問
題
の
本

質
や
地
域
改
善
対
策
事
業
の
意
義
を
十

分
に
理
解
し
て
な
い
人
で
す
。

こ
の
人
達
の
根
底
に
は
、
自
分
の
生

活
と
他
人
の
生
活
を
は
か
り
に
か
け
る

心
の
未
熟
さ
が
あ
り

「下
見
て
暮
ら
せ
」

式
に
、
た
え
ず
自
分
よ
り
下
の
生
活
者

が
な
い
と
安
心
で
き
な
い
人
で
す
。

た
と
え
ば
‘
道
路
を
例
に
と
っ
て
考

え
て
見
て
も
、
被
差
別
部
落
の
人
達
だ

け
の
道
路
で
し
ょ
う
か
。
車
社
会
の
現

代
は
ど
の
家
で
も
車
を
持
っ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
皆
ん
な
が
利
用
し
ま
す
。

そ
し
て
な
に
よ
り
も
町
の
道
路
で
あ

り
町
の
“
財
産
”
な
の
で
す
。

少
し
で
も
、
町
の
お
金
を
つ
か
わ
ず

国
や
県
の
補
助
金
で
り

っ
ば
な
道
路
が

出
来
上
が
り
ま
す
。
こ
ん
な
い
4

こ
と

“
齢
を
と
っ
た
か
ら
仕
事
は
あ
ま

り
出
来
な
く
な
っ
た
”
と
い
う
池
田

さ
ん
。健
康
の
秘
訣
は
、
な
ん
で
も
食
べ

て
身
体
を
動
か
し
、
心
配
ご
と
が
な

い
こ
と
と
い
う
。
杖
を
手
に
一
日
三

回
の
散
歩
、
途
中
で
杖
を
刀
が
わ
り

に
エ
イ
ッ
エ
イ
ッ
と
二
度
三
度
。

齢
を
と
れ
ば
と
る
程
奇
麗
に
と
い

う
の
が
池
田
さ
ん
の
信
条
だ
と
い
う
。

明
治
、
大
正
、
昭
和
の
三
代
で
一

番
魂
消
た
の
は

B
2
9
の
飛
来
だ
と
い

゜
ろっ
今
頃
、
公
民
館
か
ら
借
り
る
図
書
で

童
話
の
本
を
読
む
。
小
学
校
三
年
ま

で
学
校
へ
行
っ
た
が

「ゆ
っ
く
り
な

ら
読
め
る
。

」
と
い
う
。
好
き
な
パ

チ
ン
コ
も

「孫
が
再
々
連
れ
て
い
っ

て
く
れ
て
い
た
が
今
頃
は
身
体
が
弱
っ

て
の
ー
」
に
は
お
ど
ろ
か
さ
れ
る
。

信
心
深
い
池
田
さ
ん
、
起
床

後
洗
顔
を
す
ま
し
庭
に
出
て
大

野
原
の
龍
王
様
に
向
か
っ
て

「
ま
だ
ま
だ
元
気
で
お
ら
し
て

下
さ
い
」
と
三
拝
す
る
の
も
日

課。
明
治
―
―
―
十
年
十
一
月
二
十
日

生
ま
れ
の
池
田
さ
ん
九
十
一
歳
。

腰
も
曲
が
っ
て
お
ら
ず
、
花
い
っ

ば
い
の
庭
を
今
日
も
散
歩
。

「
ま
だ
ま
だ
い
つ
ま
で
生
き

る
や
ら
分
か
ら
ん
ぜ
」
と
い
い

な
が
ら
手
を
振
っ
て
く
れ
た
池

田
さ
ん
は
“
す
こ
や
か
”
そ
の

も
の
で
し
た
。

2々

て

ま

す

山

槌

部

落

壱
t3
や
か
入
―生
。

池
田
コ
マ
ツ
さ
ん
(
9
1
歳）

が
他
に
あ
る
で
し
ょ
う
か
。

ぃ
A

こ
と
は
い
A

こ
と
と
し
て
、
お

互
い
が
す
な
お
に
喜
び
あ
え
る
心
の
広

さ
を
も
ち
た
い
も
の
で
ず
。

こ
れ
を
機
会
に
、
私
た
ち
一
人
ひ
と

り
が
日
常
生
活
の
中
で
お
互
い
の
人
権

を
尊
重
す
る
心
が
け
に
つ
い
て
考
え
て

み
た
い
も
の
で
す
。
そ
の
た
め
に
は
、

目
に
見
え
な
い
心
の
中
の
差
別
に
つ
い

て
見
直
し
た
い
も
の
で
す
。
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◎
俳
句
大
会
の
部

金
婚
を
生
き
て
石
楠
花
明
り
か
な

（
愛
媛
新
聞
社
賞
）
川
中
キ
ク
子

息
つ
め
て
見
る
石
楠
花
の
紅
ほ
の
か

（
観
光
協
会
長
賞
）
岩
城
節
子

石
楠
花
の
紅
ほ
の
ぼ
の
と
杉
木
立

（
文
化
協
会
長
賞
）
板
倉
勉

石
楠
花
の
開
き
し
ほ
ど
に
紅
う
す
れ

（
し
ゃ
く
な
げ
賞
）
佐
藤
美
江
子

咲
く
ま
で
の
石
楠
花
を
見
に
幾
度
も

（
し
ゃ
く
な
げ
賞
）
藤
高
エ
ミ
カ

日
の
暮
れ
て
よ
り
石
楠
花
の
極
ま
れ
り

（
し
ゃ
く
な
げ
賞
）
清
水
美
和
子

石
楠
花
硲
道
岐
れ
い
て
人
も
ま
た

（
し
ゃ
く
な
げ
賞
）
大
野
紗
夜
子

石
楠
花
の
白
ほ
の
か
な
り
観
世
音

（
特
別
選
者
特
選
句
）
岩
城
節
子

石
楠
花
や
杉
の
直
幹
仁
王
立
ち

（
特
別
選
者
特
選
句
）
板
倉

勉

恒
例
の
花
ま
つ
り
俳
句
大
会
・
川
柳

大
会
が
、
四
月
十
六
日
、
二
十
九
日
に

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

俳
句
大
会
の
方
は
町
内
外
か
ら
四
十

名
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

町
内
の
方
々
の
代
表
句
は
次
の
と
お

り
で
す
。

川
柳
大
会
は
八
十
一
名
の
方
々
の
参

加
が
あ
り
盛
会
で
し
た
。

兼
題
が
十
題
あ
り
ま
し
た
が
、
各
題

の
優
秀
句
は
次
の
と
お
り
で
す
。

•
世
話

賢
兄
愚
弟
愚
弟
の
方
の
世
話
に
な
り

大

西

白

雨

・
虫
虫
売
り
は
虫
の
命
を
口
に
せ
ず

高

畑

俊

正

．
我
慢

我
慢
し
て
流
し
台
ま
で
来
た
涙

（
公
民
館
長
賞
）
米
谷
草
紙

・
一
物

胸
に
一
物
あ
っ
て
腕
組
み
ほ
ど
か
な
い

（
肱
川
町
長
賞
）
田
中
柳
人

・
足
跡

足
跡
が
ひ
た
す
ら
海
を
め
ざ
す
亀

井
原
み
つ
子

・
下
地

や
が
て
子
が
咲
か
す
下
地
の
畑
を
打
つ

（
観
光
協
会
長
賞
）
高
畑
俊
正

・
袋
浮
き
袋
と
き
ど
き
立
っ
て
背
を
計
り

大

西

白

雨

・
す
こ
い

す
ご
腕
の
部
下
へ
す
こ
う
し
車
問
距
離

久

保

良

子

・
ニ
の
足

懐
に
辞
表
二
の
足
も
う
踏
ま
ず

結
城
と
き
え

◎
川
柳
大
会
の
部

．
萱
満
開
の
明
日
を
信
じ
て
い
る
葦

水

田

大

升

囲
圃
圏
大
会

塁塁 1胃入 1図 l胃紹 l介 l認 喜森緊喜緊緊 言ど
＝自ま夢安変日力光

者理つは凡博 さお
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がし而己ち追 心ぉ革 本 学の風 散のむし 誌 食し

やの
人啓をい しア時＾の は探

つ探ノ発育町 て［代上科 宇検土 歩こ` I 品衝
ウのて長 住 の 一 学 宙

道と ラ日流撃
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シ
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三

浦

綾
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こ

に

母

あ

り

北

野

さ

き

大

辞

林

松

村

明

四

季

も

よ

う

四

国

高

橋

毅

日

本

の

山
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社
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チ
ャ
イ
コ
フ
ス
キ
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コ
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ク
ー
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中

村
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子

ア
フ
ガ
ン
ゲ
リ
ラ
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一

0
0
日

ジ
ャ
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・
グ
ッ
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ウ
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ヒ
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春
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『
私
が
え
び
ね
を
始
め
て
十
数
年
、
る
の
か
と
目
を
う
た
ぐ
る
ほ
ど
ビ
ッ

一
良
き
友
人
達
、
す
ば
ら
し
い
先
輩
達
ク
リ
し
ま
し
た
。
そ
の
花
が
数
年
た
っ
一

一
に
め
ぐ
ま
れ
た
事
も
さ
る
事
な
が
ら
、
て
肱
川
へ
入
っ
て
来
た
と
聞
い
て
さ
っ
一
m
 

[
二
つ
の
す
ば
ら
し
い
花
に
出
合
っ
た
そ
く
見
せ
て
も
ら
い
に
行
き
、
何
時
i

一
事
が
多
い
に
影
響
し
て
い
る
と
思
い
間
も
あ
き
も
せ
ず
な
が
め
て
い
た
の
一>

一

ま

す

。

を

今

で

も

お

ぼ

え

て

い

ま

す

。

9
• 

一
こ
の
二
つ
に
出
合
わ
な
か
っ
た
ら
そ
の
方
の
好
意
に
よ
り
バ
ッ
ク
バ
i

“
 

一

今

の

え

び

ね

作

り

ル

ブ

を

一

個

わ

け

て

i

“
 

：
ー
／

も
ら
い
、
次
の
年
に
一

一
は
し
て
い
な
か
っ

わ
が
家
で
花
が
咲
い
i

＂ ．
 

m
 

• 

〗:
2
口
／
L／
[
て
L
"

一

が

育

て

た

花

で

は

）

ー

田

入

り

な

が

め

て

い

ま

i
“
 

し
た
。

i

8

ヽ

一
最
高
の
花
と
思
っ

"

9

m

 

岩

こ

の

大

切

な

二

つ

一

し

一
て
い
ま
す
。
こ
の

q̂ロ

一

花

の

お

か

げ

で

え

の

え

び

ね

と

の

出

合

一
予

．

一

ひ

ね

の

お

も

し

ろ

山

m
詞

ぃ

を

忘
れ
ず
に
今
後
i

了
、
楽
し
さ
を
知
っ

、二

の

共

大

き

く

咲

か

せ

て

一や
ろ
う
と
思
う
こ
の
皿

0

に
E

一
た
様
に
思
い
ま
す

＂ 

□〗-0
囮
楽
し
し
仲
間
て
〗
青
[
•

一
も
う
―
つ
の
出
合
い
は
五
十
万
円
ぇ
び
ね
好
き
な
方
、
私
達
仲
問
と
一
“
 

一
の
イ
シ
ズ
チ
、
天
朝
と
の
出
合
い
で
い
っ
し
ょ
に
え
び
ね
作
り
を
し
ま
せ
i

．
 

ん
か
。

i

す。

叩
大
洲
へ
友
人
と
見
に
行
き
一
目
見
す
ば
ら
し
い
え
び
ね
達
に
出
合
え
i

w

た
時
、
ほ
ん
と
う
に
こ
ん
な
花
が
あ
る
と
思
い
ま
す
の
で
…
。
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⑥
C
閉
C
面
面
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菖

ー

あ
い
さ
つ
は
心
と
心
を
つ
な
く
橋
一

正

山

小

中

岡
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6月の日曜・祝日当画医
日 1 当 直 医 電 話

村上ヽ外科医院
24 -2262 4日 （大、洲市片原町）

（日） 高 橋 医 院
44 -2010 

（五十崎町）

岡本耳鼻科医院
24 -3752 

11日 （大・、洲市本町）

（日） 佐 々 木医院
43-0101 

（五十崎町）

清 水 医 院
24 -2017 

18日 （大、洲市志保町）

（日） 曽 根 医 院
44 -2801 

（内子町）

祖母井医院
24 -3756 

25日 （大 、洲市中村）

（日） 芳我外科医院
44 -2560 

（内子町）

※変更になる場合がありますので前もっ

て連絡してからお出かけ下さい。

救 急 病

院

曜日 病 院 名 電 話

月・火 大洲大洲市市立病院 24-2151 （ 大洲）

水 加
（大戸洲市若病宮）

院 24-5101 

木～日 大 、洲中東央大病院 24 -4551 （大洲市 洲）

gり
日
（
金

日呈

時間

午前9時
ー11時

午後1時
大谷公民館

ー3時

6 6 
相月 月

20 5 
弓砧火

日 日
/ 

火 月 日

兵池 西福
担

ゃ哨‘ 田 本田 当
吾---'-- 相

芳六言 和 き砧火

―市 子保 員

場

所

6
月
13
日
（
火
）

午
前

9
時
ま
で

▽
場

所

保

健

セ

ン

タ

ー

※
印
鑑
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

⑥

6
月
の
不
燃
物
収
集

▽

収
集
日

6
月
15
日
（
木
）
（
出

す
の
は
6
月
14
日
中
に
）

▽

収
集
地
区

予
子
林
・
岩
谷
・
正
山
地
区
・

見
の
越
・
月
野
尾
・
京
造
・
鹿
野

午
後
1
時
30
分
ー

午
後
4
時
30
分

▽
場
所
肱
川
町
公
民
館

＠
結
核
レ
ン
ト
ゲ
ン
・
成
人

病
検
診

▽
日
時

⑥
不
用
犬
回
収

8

＿
午
後

1
時

ー

2
時

皐
旦
木
）
＿
醤
セ
ン
タ
ー

日

程

一

場

所

一

時

間

⑥
1

歳
6

か
月
児
•
3

歳
児

健
康
診
資

日。CI四

杢習屑 曾g 打
日

程

郷

館： >悶場集

会
所所

午 i午

3分時11し)分前時3午10 ) 

時
し後 11 → 月IJ

3 1 3時0 10 

時時 分時 間

⑥
健
康
相
談

▽
時
間

⑥
し
尿
汲
み
取
り
は
次
へ
申

し
込
ん
で
下
さ
い
。

（
申
込
先
）

大
洲
喜
多
衛
生
共
同
企
業
体
又
は

峠
大
喜
水
質
管
理
セ
ン
タ
ー

電

話

二

五

ー

ニ

0
―
二

廂

．．
 

ご
璽
函
薗

＠
心
配
こ
と
相
談

川
・
中
野
（
篠
谷
・
滝
山
）
・
上
森

山

⑥
行
政
相
談

▽
日
時

6
月
5
日
（
月
）

午
後
1
時
30
分
ー

午
後
4
時
30
分

▽

場

所

肱

川
町
公
民
館

▽

相

談

員

福

田

保

委
員

0
自
宅
相
談
も
受
け
付
け
て
お
り
ま

す
。
（
電
話
三
四
ー
ニ
五

0
八）

電
波
法
違
反
防
止
旬
間

(
6月
1
日
ー
10
日）

四
国
電
気
通
信
監
理
局

見
え
な
い
電
波
に

あ
な
た
の
マ
ナ
ー

近
年
に
お
け
る
電
気
通
信
技
術
の
発
展
に

伴
い
、
電
波
の
利
用
分
野
は
、
テ
レ
ビ
、
ラ

ジ
オ
は
も
と
よ
り
航
空
機
、
船
舶
、
タ
ク
シ
ー
、

ア
マ
チ
ュ
ア
無
線
、
さ
ら
に
は
衛
星
通
信
等

多
岐
に
わ
た
り
、
国
民
の
日
常
生
活
に
深
く

係
わ
り
、
幅
広
く
使
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
警
察
用
無
線
、
消
防
・
防
災
行
政

用
無
線
、
海
上
保
安
用
無
線
等
、
国
民
の
人

命
•
財
産
の
保
護
の
た
め
の
重
要
な
通
信
に

も
電
波
は
不
可
欠
な
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
、
重
要
な
電
波
を
能
率
よ
く

使
っ
て
国
民
生
活
に
役
立
て
る
た
め
、
我
が

国
で
は
電
波
を
使
用
す
る
と
き
の
ル
ー
ル
を

電
波
法
で
定
め
て
い
ま
す
。

電
波
法
で
は
、
無
線
設
備
を
使
用
し
て
通

信
を
行
う
場
合
、
郵
政
大
臣
の
免
許
を
受
け

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
電
波
利
用
の
普
及
、
高

度
化
が
進
む
中
で
ハ
イ
パ
ワ
ー
市
民
ラ
ジ
オ
、

不
法
ア
マ
チ
ュ
ア
局
の
ほ
か
最
近
で
は
、
不

法
コ

ー
ド

レ
ス
電
話
（
不
法
自
動
車
電
話
）
や

不
法
パ
ー
ソ
ナ
ル
無
線
等
が
出
回
り
、
こ
れ

山
槌
上
敷
水

白
石
上
森
山

山
槌
共
栄

晴
義
さ
ん

(72
歳）

治
男
さ
ん

(63
歳）

萬
壽
さ
ん

(91
歳）

宮
岡
満
―
―
―
二
さ
ん

(86
歳）

岩
本
寿
賀
松
さ
ん

(93
歳）

中
村
ス
ヱ
ノ
さ
ん

(94
歳）

石
川
上
田
久
保

ら
の
不
法
無
線
局
に
よ
る
放
送
受
信
障
害
、

無
線
通
信
へ
の
混
信
妨
害
等
が
依
然
し
て
多

数
発
生
し
て
い
ま
す
。

当
局
で
は
、
昭
和

52
年
以
来
、
期
間
を
定

め
て
、
電
波
法
違
反
防
止
の
広
報
活
動
等
を

行

っ
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
本
年
度
も

6
月

1
日
か
ら

6
月
10
日
ま
で
を
「
電
波
法
違
反

防
止
旬
間
」
と
定
め
、
取
締
ま
り
の
強
化
は

も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
特
に
旬
間
中
は
、
新
聞
、

放
送
等
報
道
機
関
を
は
じ
め
あ
ら
ゆ
る
機
関

の
協
力
を
得
て
、
電
波
法
違
反
の
未
然
防
止

の
た
め
の
広
報
活
動
を
行
い
、
不
法
無
線
局

の
一
掃
を
図
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

＊

＊

食

＊

＊

＊

古合

＊
お
誕
生
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
＊

合合*

＊

*

＊

＊

＊

 

*

＊

*

＊

*

*

 

＊
 
＊
 

＊
ご
め
い
ふ
く
を

お
祈
り
い
た
し
ま
す
＊

＊
 
＊
 
*

＊

*

＊

＊

＊
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